
「食品ロス」とは，本来食べられるのに捨てられてしまう食品のことです

「食品ロス」は全国で年間約472万トン(※1)と推計さ
れ，これは国民１人当たりが毎日おにぎり約１個に近い
(約103g)食品を捨てていることになります。
函館市の令和６年度食品ロス実態調査によると，燃や

せるごみのうち，生ごみが全体の約26％であり，この生
ごみのうち，食品ロス（直接廃棄(※2)，食べ残し）の割
合が約42％となっており，食品ロスを含む生ごみを減ら
すことが課題となっています。
※1 農林水産省および環境省「令和４年度推計値」
※2 直接廃棄とは，購入後全く手が付けられずに捨てられたもの。未使用・未開封の食品。 写真：令和６年度食品ロス実態調査

令和３年度に函館市で実施した食品
ロス削減モニター調査によると，食品
ロスの発生原因としては，「品質の劣
化」や「期限切れ」，「作りすぎ」な
ど意識次第で食品ロスを防げるものが
多くの割合を占めました。
大切な食べ物を無駄にしないために

も，一人一人が日常生活で実践できる
ことから，食品ロスの削減に取り組み
ましょう！

みなさんも，日常生活でできる取り組みを実践して食品ロスを減らしませんか？

家庭から出る食品ロスを減らすためにできること

〈冷蔵・冷凍庫チェック編〉

・賞味期限と消費期限を正しく理解しましょう！

「賞味期限」…おいしく食べられる期間の目安

「消費期限」…安全に食べられる期間の目安

賞味期限は切れたからといってすぐに食べら
れなくなるわけではありません。
一方，消費期限は期限が過ぎたら食べない方

が良いです。

・冷蔵庫の中身をチェックしましょう！
定期的に冷蔵・冷凍庫の中身をチェッ

クして，使い忘れや食べ忘れをなくしま
しょう。冷蔵庫の整理整頓で電気代も節
約しましょう。

◆週に一回
生鮮食品など保存期間の短い食品や作

りすぎなどで保存していた料理が残って
いないか確認しましょう。

◆月に一回
調味料など保存期間の長い食品や冷凍

庫で長期間凍らせている食品なども確認
しましょう。
“毎月３０日は，

冷蔵庫クリーンアップデー” （※裏面に続く）

令和３年度食品ロス削減モニター調査（発生原因）

食品ロスに関する
市ＨＰはこちら

・「フードドライブ」を利用しましょう！
ご家庭で余っている食品があったら，フード

ドライブなどを通じて，食品を必要としている
方へ寄付しましょう。



〈買い物編〉

・必要なものだけ買い物しましょう！
食品を無駄にしないためにも，買い物は

必要な時に必要な量だけ購入しましょう。
事前に買い物リストを作ると◎

〈調理編〉

・過剰除去はやめましょう！
野菜や果物の皮を厚くむき過ぎたり，

へたなどを切り取るときに食べられる部
分まで切りすぎないようにしましょう。
食材を有効利用するレシピや料理教室

なども参考となります。

・作りすぎには注意しましょう！
食べきれる量だけ調理することで，

美味しく残さず食べることができます。
それでも，残った料理はリメイクす

るなど工夫しましょう。

外食時などに食品ロスを減らすためにできること

食べられる部分
まで切りすぎて
いませんか？

函館市環境部環境推進課

函館市ごみ分別ア
プリはこちらから
ダウンロードでき
ます。

＼ごみ分別アプリ「さんあ～る」はご存じですか？／

・陳列された商品は手前から取りましょう！
すぐに食べるときは，商品棚の手前にある

商品や値引き商品など，期限が近い商品から
順番に購入しましょう。

Android 端末用iOS 端末用

家庭でできる取り組みのほかにも，外食時などにできる取り組みもあります！

・適量注文を心がけましょう！
人数やメンバー構成を考えて，適量の

注文を心がけましょう。量が分からない
場合は，お店の人に聞いてみるのも良い
です。
また，テイクアウトする際も，食べき

れる量を注文しましょう。

・「残さず食べよう！３０・１０運動」に
取り組みましょう！
「残さず食べよう！３０・１０運動」は，

宴会などで，開始後３０分，終了前１０分を
離席せず食事を楽しみ，食べ残しを減らす運
動です。もったいない気持ちをもって完食を
目指しつつ，食べ過ぎには注意し，ごみと身
体のダイエットを心がけましょう。

・「食品ロスゼロ推進店」を利用しま
しょう！
「食品ロスゼロ推進店」として登録

されている，食べ残した料理を持ち帰る
ことができる飲食店等を積極的に利用し，
「食べ残しゼロ」に取り組みましょう。


